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と， DMSOなどの細胞毒性の強い添加剤を必要としないことなどの利点がある o そこで本研究では，遺伝資源の保
存材料として有用でありながら凍結保存の成功例がほとんどない植物根および海産性(耐塩性)微細藻類の有効な凍
結保存法を確立すべく，この固定化乾燥法について種々の検討を行った。
まず西洋ワサビ CArmonαCLα rusticαπα) の毛状根から誘導したシュート原基を材料として，固定化乾燥法におい
て高い生存率を得るために重要な乾燥条件の設定を行った。このシュート原基は高い植物体再生能を持つことから，


















前後まで乾燥させた場合に，海産性(耐塩性)真核微細藻類 7 株中 6 株，淡水性真核微細藻類 6 株中 1 株，およびラ

















ロースを添加剤とする 2 段階乾燥により， 46%の生存率で凍結保存に成功した。生存率の向上には，スクロースとと
もにグリセロールを添加することが有効であることを見出し， 94%の生存率を達成した。保存後に再生したシュート
からは，正常な形態をもっ植物体が得られたことから，本法が植物資源や人工種子の長期安定保存法として非常に有
用であると考えられる。ついで，これまで成功例のなかった西洋ワサビ毛状根の根端部の保存にこの方法を適用し，
59%の生存率で，毛状根の根端部の凍結保存が可能であることを示した。さらに，スクロースを添加剤とする固定化
乾燥法を応用し，数種の微細藻類の凍結保存にも成功しているo
以上のように，本論文は，比較的簡便な操作で脱水速度や脱水到達点などを幅広く制御できる固定化乾燥法の有用
性を実証し，従来法では困難視されてきた正常根など，より広範な植物材料への適用に道を拓くものであり，博士論
文としての価値があるものと認める。
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